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１単位・１５時間 

【概要・目標】 
 患者が医療に求めているのは納得である。単なる治療では医学的情報と技術を与えることはできて

も納得は与えられない。この科目は、臨地実習を経験した 4 年次の学生が、医療現場における人間関

係を構築するのに必要なコミュニケーションについて、理論的に再考する機会となる。マニュアル的

な対応や、場当たり的な対応ではなく、医療従事者と患者間の共通理解ができるようになるためには、

本当に注意しなければならない点は何なのかを理論的に考察する。 
【授業内容・スケジュール】                           
１）古代ギリシアの弁論術を現代のコミュニケーションに活用して説得する。我が身も守る。 
２）スピーチ・コード理論で、相手の琴線に触れる。 
３）会話分析の理論を学んで、適切な「返し」の手がかりを掴む。 
４）比喩の認知言語学で、相手に伝わる説明の工夫をする。 
５）ナラティヴの理論で、人は何故自分の体験を話すかを知る。 
６）ポライトネス理論(中級篇)で、世渡りの術を磨く。 
７）ダイアレクティックス(弁証法)の発想で、対人関係の矛盾を整理する。 
８）パーソナル・コンストラクト理論で、話せる相手や話題を見つけ、関係を深める。 
【評価】 
1通 24点満点のショート・ペーパー課題、合計 4通の合計 96点満点に、授業への貢献度 4点満点を

加算して、100点満点で絶対評価する。ショート・ペーパー課題は授業で学んだ内容を、現実の体験

の分析に応用する練習課題であり、A4用紙 1枚に 1000-1200文字程度で執筆するものである。学生は

5通まで提出できるが、その場合は上位 4通が成績に算入される。 

【教科書】 
 追って指示する。(教科書は 2022 年刊行予定。「人間関係論」の増田担当分と共通。) 

【推薦参考図書】 
追って指示する。 

【その他】 
 この授業の趣旨に合わせて、実務家による特別講義が開講される。本科目の一部という位置づけで

はないが、関連は深いので必ず受講すること。 

 


